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〔人間学講座 はじめてさわるパソコン講座〕

パソコンにはじめてふれる中高齢者に向けて、生活に入り込んでいるインターネッ
ットによる情報収集の方法や活用法などを体験する機会とする。

新潟市西地区公民館
５０歳以上のパソコンに初めて触れる人１０名

延べ２３２名

前半 10 回 後半 10 回 ２６日 ３４時間

新潟市立内野中学校 コンピュータ室

回 期日・時間 テーマ 講師等
まったくはじめてパソコンに触れる人が 内野中学校学習支援ボ

５月３１日(木) インターネットで情報収集を習得する。 ランティア
～７月１日（木） 渡辺比登志 様

補助者 長谷川和雄様
前 １～６回目まで：パソコンの立ち上げ方、マウスの操作、キーボード入力の仕方、

内 インターネット操作に慣れる。
半 容 ７～ 10 回目まで：暑中見舞いはがき作成

・ 時間帯：火・木の中学校の部活時間午後４時３０分～５時３０分
方 １人１台のパソコンでインターネット検索の方法を習得してもらうために、いろ
法 んな方法があることを理解するために、一斉に操作したり、個別に講師が教えたり

を繰り返した。
期日・時間 テーマ 講師等

①インターネットを使って検索を習熟す
る。 内野中学校学習支援ボ

９月１８日（火） ②年賀状を作成（ワード文章をつくる） ランティア
後 ～１２月６日（木） ③住所録を作成（エクセルの表を活用す 渡辺比登志 様

る） 補助者 長谷川和雄様
半 ④デジカメ写真をパソコンに取り込む。

内 ①～④のうち自分のスペースで習熟する。
容 前半終了後のアンケートで継続したいと参加者の熱意で、自主グループ化（「市
・ 民向けパソコンクラブ」…中学校の中に公民館の自主グループを作り、学校の部活
方 動の時間を利用）して事業を展開した。
法

事業名

目 的

実施主体
参加対象

参加者数

回 数 日 数 時 間

場 所
内 容
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・公民館にはない地域の教育財産を活用することで、現代的な課題に資する事
業を実施できた。

・本講座は中学校のコンピュータ室を借りて実施し、部活動のコンピュータ部
と活動時間帯を共有した。講師はその部活をサポートする学校支援ボランテ
ィアの方から引き受けていただいたものである。（学・社・民の融合）

・年度当初の計画では上半期で終了予定だったものを、終了時のアンケート調
査の結果を踏まえ下半期の自主化を中学校に打診し、併せて２６回と長期間
の学習機会の学習機会を提供したことで受講者の習熟度満足を１００％引き
出すことができた。

・年配者と中学生が同室で活動する機会となり、中学生に対して年配者の一生
懸命に学ぶ姿を見せることができたこと、また中学生が年配者へのサポート
役をしたことなど、とりわけ中学生にとって世代間交流による教育的効果が
大きかった。

・中学校のパソコン台数とコンピュータ部の部員の人数によっては、パソコン
の台数が不足し、この度実施した講座ができないことがある。

新潟市西地区公民館（担当：熊谷いみ子）TEL：025-261-0031

成 果

問合せ先

課 題
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事 業 名    金環日食学習会 
 
 
目 的  ５月２１日に国内で２５年ぶりに起こる金環日食や三条市が日本最初に日食観測に 
      成功した歴史などについて学んでもらう。 

 
実施主体  三条市中央公民館 
 
参加対象  小学生以上の市民           参加者数  ３１名 
 
回 数  １回        日 数  １日         時 間  １時間３０分 
 
場 所  三条市中央公民館講義室 
 
内 容   
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

 
5月12日（土） 
14:00～15:30 

 

金環日食や三条市が日本で最初に日食観測
に成功した歴史などを学ぶ 

 
三条市立理科教育センター 
    協力員 本間 奈奈 様 

内
容
・
方
法 

・金環日食などについて学んだ。 
・三条市が日本で最初に日食観測に成功した歴史などを学んだ。 
・ＤＶＤ（平成２１年７月２２日の大崎山での日食観測の様子）を上映。 
・太陽日食メガネ作りとその正しい使い方を学んだ。 

 
成 果  ・タイムリーな事前学習会で、参加者からは大変好評であった。 

・三条市が日本で最初に日食観測に成功した歴史などを学んでもらうよい機会であった。 
・金環日食にむけて日食メガネの正しい使い方を学んでもらうことができた。 

課 題  ・特になし 
 
 
問合せ先  三条市中央公民館（担当：坂内秀之）ＴＥＬ：０２５６-３２-４８１１ 
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事 業 名    市民教養講座開催事業（地域課題講座） 
               大人のための趣味講座 
目 的  独身成年男女を対象に「大人のための趣味講座」を開催し、各種教室や体験活動など 

を通して仲間づくりを行う。 
 

実施主体  新発田市教育委員会 豊浦地区公民館 

 

参加対象  概ね20歳から50歳までの独身成年男女    参加者数  延べ120名（見込） 

 

回 数  １３回      日 数  １３日       時 間  1.5～2.0時間／回 
 

場 所  豊浦地区公民館、豊浦保健センターなど 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 
 
～ 
 
13 

①6月8日(金)19：30～21：30 
 
②6月22日(金)19：30～21：00 
③7月13日(金)19：30～21：00 
④7月27日(金)19：30～21：00 
⑤8月24日(金)19：00～21：00 
⑥9月14日(金)19：30～21：00 
⑦9月28日(金)19：30～21：00 
 
⑧10月12日(金)19：30～21：00 
⑨10月26日(金)19：30～21：30 
 
⑩12月21日(金)19：00～21：00 
⑪2月8日(金)19：30～21：30 
 
⑫2月22日(金)19：30～21：00 
 
⑬3月8日(金)19：30～21：00 

①自分磨きのすすめ…自分を変える
ことが、まずワンステップ 

②茶道に挑戦！伝統文化にふれよう 
③浴衣の着こなし教室 
④陶芸教室で手づくり陶器に挑戦！ 
⑤今宵はバードでジャズナイト！ 
⑥家でもできる簡単お菓子づくり 
⑦ヨガ体験で心身ともにリフレッシュ！
 
⑧フォークソングを楽しもう！ 
⑨そば打ちに挑戦！名人になれるか 
 な 
⑩クリスマス気分を満喫しよう！ 
⑪あなたの運勢を占います！ 
 
⑫海外旅行よもやま話！ 
 
⑬簡単お菓子づくり教室！ 

① にいがた出会いサポート事業 
イベントアドバイザー大山正義様 
②裏千家 徳永宗完様 
③大竹呉服店 
④陶楽会 
⑤ジャズ喫茶バード 
⑥料理家 木滑二十子様 
⑦ヨガ指導：居城妙様、ハーモ

ニカ演奏：中村由美子様 
⑧新発田ＤＥフォーク 
⑨有機の里交流施設運営協

議会 
⑩カフェノバ（喫茶店） 
⑪新潟市西区 平野晴山・

貴子夫妻 
⑫ＪＴＢトラベル２１ 
  鈴木晴夫様 
⑬料理家 木滑二十子様 

内
容 
方
法 

①開講式、自分磨きってどうして必要なのか、パワーアップの秘訣など。 
②わび・さびの世界で日本の伝統文化にふれる。男女の会話コーナー。 
③浴衣のオシャレな着こなしをアドバイス。実際に試着。 
④マイ陶器づくり…コーヒーカップ、湯飲みを製作。 
⑤ジャズを聴き、お酒を飲みながらワイルドに大人の会話を楽しみました。 
⑥みんなで楽しく甘～いミルクレープづくり。異性との会話も弾みます。 
⑦腹式呼吸で話題の笑いヨガを体験。心身ともにリフレッシュ。 
⑧新発田ＤＥフォークの皆さんの歌と演奏を聴き、最後は一緒にハーモニー。 
⑨美味しいおそばをみんなで作り、出来たてを絶品のたれで試食会。 
⑩美味しいケーキと温かい飲み物で、心も体もポッカポッカ。 
⑪手相占いで今年の運勢を見てもらいます。男女の会話コーナーも設置。 
⑫海外旅行のためになるお話や、世界の国々の様々なお話をお聞きします。 
⑬心のこもった手づくりお菓子「エクレア」と「シュークリーム」を簡単クッキング。 

 
成 果  ・ 少子化対策の一環として平成23年度に引き続き、男女の出会いを創出し、将来に希 

望を持てるような人生のサポートを演出した。 

 
課 題  ・ 対象者が参加したくなるような魅力ある体験事業などを実施し、今後もPRに力を入 

れ継続して開催していくことが必要である。 

 

問合せ先   新発田市教育委員会 豊浦地区公民館（担当：竹内和宏）☎0254-22-2081 
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事 業 名    新潟県立図書館講演会講師派遣モデル事業  
講演会「米百俵・小林虎三郎の明治維新」 

          
目 的  郷土文化に関する講演会等の開催を支援することにより、事業実施地域における図書館

施設の生涯学習拠点としての機能の充実を図ることを目的とする。 
       

実施主体  津南町公民館  共催：新潟県立図書館 

 

参加対象  一般                参加者数  延べ53名 

 

回 数  １回      日 数   １日       時 間   1時間30分 

 

場 所  津南町文化センターホール 

 
内 容   
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

11月11日 
 14:00～ 
   15:30 

幕末から明治にかけて、その前後の時代背景をも含め、
小林虎三郎らが目指した国家とは、近代思想とは何で
あったのか 

前新潟県立図書館長 
    安藤 哲也 様

内
容
・
方
法 

幕末～戊辰戦争～明治、歴史的大変革のなかで、越後長岡藩のたどった敗北から復興という道
のりの中で、その困難な仕事のリーダーを担った小林虎三郎の生涯を①青春時代②社会に出て
から③社会で自らが先頭にたったとき④虎三郎亡きあと、の大きく四つに区切って、その生い
立ちをたどりながら、米百俵の意義を考える。質疑応答有り。 

 
成 果  ・長らく公民館事業として実施できなかった文化講演会が歴史分野で実施することがで 

きて普段公民館に足を運ばない方の参加があったこと。また、専門分野としている講 

師を招くことができ、難しい内容にもかかわらす参加者からは勉強になった、今後も 

実施してほしいという要求が高まったこと。 

 

課 題  ・事前に参加者希望を取らない講演会方式にしたため、結果的に参加人数に見合う適正
規模の会場でなかったこと。地域の課題等をタイムリーに反映した内容にすることが
難しいこと。イベントの周知徹底、いかに会場に足を運んでもらうかが課題である。 

        

 
問合せ先   津南町公民館生涯学習班（担当：福原育子） TEL：025-765-3134 
 


